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嶋
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編
集
後
記

　
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
今
年

も
、
残
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
会
報
発
行
に
当
た

り
写
真
な
ど
、
多
く
の
ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
明
る
く
、
元
気
で
希
望
の
あ
る
新
し
い
年
に
な
り
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す
よ
う
に
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支
部
例
会
成
績

札
　
幌
　
支
部
長
　
難
波
　
江

▽
10
月
例
会
（
16
日　

加
賀
谷
重
雄
審
査
会
員
選
考
）

小
　
樽
　
支
部
長
　
高
橋
省
三

▽
9
月
例
会
（
9
日　

増
田
輝
敏
審
査
会
員
選
考
）

①
北
宏
保
②
小
林
好
江
③
一
條
周
一
④
根
本
辰
男

①
梅
澤
勇
二

②
林
繁
造

③
掛
村
一
憲

④
渡
辺
勝

⑤
安
田
敏
彦

⑥
見
野
則
幸

⑦
米
澤
三
千
代

⑧
片
岡
眞
弓

⑨
脇
田
健
司

⑩
飯
高
光
紀

推
薦　

谷
内
純
哉

特
選　

古
平
文
男
・
金

武
紀
雄

準
特
選　

高
橋
英
昭
・

澤
田
住
子
・
伊
藤
修
身　

入
選　

谷
内
純
哉
・
河

合
外
志
・
高
橋
英
昭
・

石
橋
昭
次
郎
ほ
か

10月例会2位「菱空とも仲良し」
カラー　林　繁造

11月例会「足もとの晩秋」
カラー　今　明美

写真コンテスト1位「突風」
� カラー　谷内純哉

（
9
月
25
日　

加
賀
谷
重
雄
審
査
会
員
選
考
）

10月例会1位「ミステリーゾーン」
カラー　森田正義

11月例会1位「ゆずりあい」
カラー　橋本憲一

栗
　
山
　
支
部
長
　
黒
田
幸
則

▽
6
月
例
会
（
12
日　

審
査
互
選
）

①
③
黒
田
幸
則
②
中
島
武
士
・
斎
藤
優
子
③
中
島
武
士
2
点

（
入
選
）
斎
藤
優
子
・
中
島
武
士
・
黒
田
幸
則
2
点

▽
9
月
例
会
（
11
日　

審
査
互
選
）

①
中
島
武
士
②
斎
藤
優
子
2
点
③
斎
藤
優
子
3
点
（
入
選
）
中

島
武
士
4
点
・
斎
藤
優
子
2
点

三
　
笠
　
支
部
長
　
伊
藤
修
身

▽
9
月
例
会
（
25
日　

加
賀
谷
重
雄
審
査
会
員
選
考
）

①
谷
内
純
哉
②
古
平
文
男
③
高
橋
英
昭
④
河
合
外
志
⑤
金
武
紀

雄
⑥
伊
藤
修
身

▽
コ
ン
テ
ス
ト
公
開
審
査
結
果

▽
11
月
例
会
（
20
日　

写
真
家
山
本
純
一
選
考
）

①
梅
澤
勇
二
②
今
明
美
③
安
田
敏
彦
④
林
繁
造
⑤
浦
崎
穀
子
⑥

寺
島
昭
三
⑦
落
合
英
男
⑧
掛
村
一
憲
⑨
飯
高
光
紀
⑩
渡
辺
勝

　
道
内
最
大
規
模
の
写
真
公
募
展
「
写
真
道
展
」

68
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
急
遽
審
査
体
制
を

変
更
し
ま
し
た
が
、
プ
ロ
写
真
家
の
協
力
も
仰
ぎ

な
が
ら
無
事
に
審
査
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
68
年
間
の
長
期
に
わ
た
り
コ
ン
テ
ス
ト
を
継
続

で
き
た
の
も
、
全
道
の
写
真
愛
好
家
の
写
真
に
対

す
る
熱
意
の
表
れ
と
察
し
ま
す
。

　
伝
統
あ
る
「
写
真
道
展
」
の
審
査
委
員
長
の
指

名
を
頂
き
、
責
任
の
重
さ
を
感
じ
つ
つ
、
次
世
代

に
向
け
て
写
真
文
化
の
向
上
に
微
力
な
が
ら
貢
献

で
き
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
写
真
道
展
の
大
き
な
特
徴
は
、
各
部
門
1
席
受

賞
者
に
は
「
大
臣
賞
」
受
賞
の
栄
誉
が
与
え
ら
れ

そ
の
中
か
ら
「
第
68
回
写
真
道
展
大
賞
」
の
最
高

賞
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　
審
査
会
は
2
日
間
に
わ
た
り
、
20
数
名
の
審
査

会
員
に
プ
ロ
の
写
真
家
も
加
わ
り
厳
正
か
つ
慎
重

な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
か
ら
応
募
点
数
が
、
各
部
門
「
5
点
」
に

な
り
ま
す
。
全
体
の
応
募
点
数
の
減
少
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
応
募
者
の
作
品
の
選
択
肢
も
試
さ

れ
、
さ
ら
に
審
査
員
の
視
点
の
新
し
さ
も
試
さ

れ
、
入
賞
作
品
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
第
一
部
」
自
由
の
部

　
デ
ジ
カ
メ
の
普
及
で
誰
で
も
自
由
に
失
敗
な
く

撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
で
す
が
、
さ
て

「
何
を
撮
る
か
？
」
自
由
で
良
い
の
で
す
。「
写
っ

た
！
と
撮
れ
た
！
は
違
う
！
」
と
の
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
意
味
を
よ
く
考
え
て
頂
き
た
い
の
で
す
。

光
が
あ
り
、
陰
が
あ
り
、
動
き
が
あ
り
、
笑
顔
が

あ
り
、
感
動
を
素
直
に
表
現
す
る
事
が
大
切
で

す
。
数
多
く
撮
影
す
る
事
で
見
え
て
く
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
自
由
の
部
だ
け
が
撮
影
者
の
視
点
の

新
し
さ
を
表
現
で
き
る
部
門
な
の
で
す
。
審
査
員

の
考
え
方
を
変
え
る
様
な
新
た
な
表
現
は
き
っ
と

あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
に
あ
ふ
れ
た
一
枚

を
見
せ
て
頂
き
ま
す
。

「
第
二
部
」
観
光
・
産
業

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
一
番
反
映
し
て
い
る
の
が
こ

の
部
門
と
思
い
ま
す
。
テ
ー
マ
の
大
き
な
部
門
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
今
こ
そ
大
き
な
変
化
に
翻
弄
さ

れ
る
人
々
の
生
活
が
あ
り
ま
す
。
広
い
北
海
道
だ

か
ら
こ
そ
前
向
き
に
生
き
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

観
光
業
、
農
業
で
力
強
く
生
き
る
姿
、
こ
れ
か
ら

の
農
業
、
漁
業
に
携
わ
る
若
者
の
姿
。
現
場
に
飛

び
込
ん
で
、
生
き
生
き
と
し
た
働
く
姿
を
表
現
し

て
欲
し
い
。
そ
ん
な
身
近
な
人
た
ち
の
優
し
く

ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
作
品
が
今
は
一
番
必
要
で
す
。
技

巧
に
走
ら
ず
、
見
る
者
の
心
を
温
か
く
す
る
力
強

い
作
品
作
り
に
チ
ャ
レ
ジ
し
て
下
さ
い
。

「
第
三
部
」
ネ
イ
チ
ャ
ー
の
部

　
北
海
道
は
四
季
の
変
化
も
大
き
く
、
多
く
の
傑

作
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
被
写
体
が

偏
り
が
ち
で
、
突
出
し
た
作
品
作
り
が
難
し
い
部

門
で
す
。
自
分
で
こ
れ
だ
思
う
被
写
体
を
見
つ
け

た
な
ら
、
根
気
よ
く
撮
影
し
続
け
る
事
が
大
切
で

す
。
必
ず
期
待
に
応
え
る
女
神
が
微
笑
み
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
3
部
の
大
賞
作
品
は
「
継
続
し
て
撮

影
さ
れ
た
作
品
」
か
ら
誕
生
し
て
い
ま
す
。
3
部

は
レ
タ
ッ
チ
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ネ
イ
チ
ャ
ー

部
門
は
自
然
界
の
色
彩
を
自
覚
し
て
、
忠
実
に
再

現
す
る
こ
と
を
心
掛
け
る
事
が
入
賞
の
近
道
で
す
。

「
第
四
部
」
学
生
の
部

　
デ
ジ
タ
ル
世
代
の
学
生
は
カ
メ
ラ
の
使
い
方
が

素
晴
ら
し
い
。
思
い
切
っ
た
構
図
、
被
写
体
な
ど

大
人
の
意
表
を
突
く
表
現
で
迫
り
ま
す
。
結
果
も

大
切
で
す
が
、
テ
ー
マ
を
絞
る
こ
と
も
表
現
の
幅

を
広
げ
ま
す
。
テ
ー
マ
が
決
ま
っ
た
ら
ひ
た
す
ら

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
。
自
分
の
身
の
周
り
か
ら
、

あ
な
た
だ
け
の
一
瞬
の
感
動
世
界
を
目
指
し
て
下

さ
い
。
審
査
員
が
特
に
一
番
興
味
を
持
ち
な
が
ら

審
査
す
る
の
も
学
生
の
部
で
す
。

「
終
わ
り
に
」

　
近
年
、
写
真
の
概
念
が
大
き
く
変
容
し
て
い
ま

す
。
ス
マ
ホ
の
普
及
に
よ
り
、
誰
で
も
簡
単
に
写

真
撮
影
、
動
画
撮
影
が
で
き
、
多
く
の
人
た
ち
と

作
品
が
共
有
さ
れ
る
時
代
で
す
。
改
め
て
プ
リ
ン

ト
さ
れ
た
「
作
品
」
の
意
味
を
考
え
た
い
。
一
枚

の
作
品
ら
受
け
る
感
動
、
意
味
、
撮
影
者
の
視

点
、
日
々
の
生
活
か
ら
の
一
瞬
を
写
し
撮
る
。

「
写
真
映
え
」
を
願
い
、「
い
い
ね
！
」
を
期
待
し

て
の
作
品
が
流
通
し
ま
す
と
、
現
実
離
れ
し
た
色

彩
、
レ
タ
ッ
チ
処
理
な
ど
が
目
立
ち
、
自
然
の
色

彩
や
明
暗
の
微
妙
な
表
現
ま
で
失
わ
れ
ま
す
。
表

現
の
自
由
は
否
定
し
ま
せ
ん
が
、
写
真
道
展
は
写

真
本
来
の
表
現
に
こ
だ
わ
り
、
追
求
し
て
い
き
ま

す
。
人
ま
ね
で
な
く
審
査
員
の
心
を
打
つ
会
心
の

9月例会1位「つかみ取り」
モノクロ　北　宏保

▽
11
月
例
会
（
11
日　

瀧
野
邦
保
審
査
会
員
選
考
）

①
②
⑤
北
宏
保
③
根
本
辰
男
④
小
林
好
江

釧
　
路
　
支
部
長
　
石
川
　
隆

▽
11
月
例
会
（
12
日　

片
村
洋
市
審
査
会
員
選
考
）

①
橋
本
憲
一

②
中
嶋
淳
一

③
佐
々
木
せ
つ
子

④
松
坂
正
彦

⑤
松
本
紀
幸

⑥
鈴
木
啓
司
郎

室
　
蘭
　
支
部
長
　
佐
々
木
曻

▽
9
月
例
会
（
27
日　

中
野
潤
子
審
査
会
員
選
考
）

①
大
坪
恵
子
②
太
田
秀
樹
・
田
村
謙
次
③
斎
藤
ま
す
み
・
今
井

富
夫
・
成
田
正
利
（
入
選
）
鳴
海
明
・
吉
井
良
平
・
蒲
野
進
・

栃
元
幸
一
・
斎
藤
ま
す
み
・
田
村
謙
次
ほ
か

▽
11
月
例
会
（
25
日　

中
西
勉
審
査
会
員
選
考
）

①
田
村
謙
次
②
成
田
正
利
・
太
田
秀
樹
③
尾
形
和
雄
・
今
井
富

夫
・
大
坪
恵
子
（
入
選
）
栃
元
幸
一
・
鳴
海
政
史
・
吉
井
良

平
・
蒲
野
進
・
斎
藤
ま
す
み
2
点
ほ
か

恵
　
庭
　
支
部
長
　
西
澤
　
實

▽
10
月
例
会
（
12
日　

審
査
互
選
）

①
神
能
俊
行
②
吉
村
登
美
子
③
西
澤
實
・
佐
野
ミ
ヨ
・
菅
井
正

俊
⑥
菅
原
恵
子
・
中
岡
正
美
⑧
坂
田
一
紀
・
村
井
正
人
・
五
東

建
夫
（
佳
作
）
田
中
康
夫
・
服
部
健
治
・
中
村
忠
司
・
加
藤
憲

秋
・
吉
村
剛

▽
11
月
例
会
（
9
日　

審
査
互
選
）

①
佐
野
ミ
ヨ
②
田
中
康
夫
・
吉
村
剛
・
吉
村
登
美
子
⑤
加
藤
憲

秋
・
村
井
正
人
⑦
中
岡
正
美
・
菅
井
正
俊
⑨
坂
田
一
紀
（
佳

作
）
中
村
忠
司
・
西
澤
實
・
神
能
俊
行
・
菅
原
恵
子
・
服
部
健

治岩
見
沢
　
支
部
長
　
鈴
木
佳
夫

▽
10
月
例
会
（
14
日　

審
査
互
選
）

①
③
岩
井
郁
美
②
松
本
久
子
③
⑤
中
川
昌
子

▽
11
月
例
会
（
11
日　

審
査
互
選
）

①
袰
田
祥
健
②
木
村
克
己
③
⑤
鈴
木
佳
夫
④
松
本
久
子
⑤
上
口

建
作
・
中
神
由
美
子
・
岩
井
郁
美
・
伊
藤
博
章

旭
　
川
　
支
部
長
　
白
鳥
敏
昭

▽
10
月
例
会
（
8
日　

田
本
實
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）

①
⑤
森
田
正
義

②
③
上
平
秀
美

④
添
田
裕
子

（
入
選
）

佐
藤
祐
子

上
平
秀
美

小
山
満
2
点

森
田
正
義

臼
田
忠
雄
ほ
か

▽
11
月
例
会
（
12
日　

馬
場
和
美
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
池
永
靖
子
②
⑤
小
山
満
③
佐
藤
繁
雅
④
吉
田
清
治

郎
（
入
選
）
臼
田
忠
雄
・
小
山
満
・
山
本
義
則
2
点
・
吉
田
清

治
郎
・
宮
野
和
子
ほ
か

▽
令
和
2
年　

年
度
賞

最
高
作
品
賞　

森
田
正
義　

年
度
賞　

小
山
満

準
年
度
賞　

森
田
正
義　

奨
励
賞　

山
本
義
則

敢
闘
賞　

池
永
靖
子　

新
人
賞　

宮
崎
哲
夫

旭
川
支
部
　
写
真
展
開
催

　

例
年
8
月
開
催
の
支
部
展
を
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
た
め
、

十
一
月
十
七
日
〜
二
十
二
日
ま

で
開
催
、
作
品
八
十
点
を
展
示

し
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ

り
大
変
な
年
で
し
た
が
、
感
染

に
十
分
配
慮
し
、
マ
ス
ク
着
用

手
の
消
毒
は
勿
論
の
こ
と
、
体

温
測
定
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
消

毒
、
受
付
に
は
ビ
ニ
ー
ル
幕
で

仕
切
り
、
来
場
者
の
皆
様
全
員

に
記
帳
の
お
願
い
を
し
、
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に

は
、
快
く
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
旭
川
で
急
に
新
型
コ
ロ
ナ
拡

大
、
ま
た
、
期
間
中
は
悪
路
に
も
関
わ
ら
ず
約
3
０
0
人
の
ご

来
場
が
あ
り
、
来
場
者
か
ら
は
「
素
晴
ら
し
い
で
す
」「
さ
す

が
圧
巻
の
写
真
展
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
支
部
会
友
3
人
展
（
阿
部
美
惠
子
・
伊
藤
勝

利
・
白
鳥
敏
昭
）
と
第
六
十
七
回
写
真
道
展
、
支
部
会
員
の
入

賞
・
入
選
の
作
品
を
同
時
に
展
示
、
6
日
間
開
催
、
２
４
０
名

の
ご
来
場
を
頂
き
、
日
頃
の
支
部
活
動
の
成
果
を
紹
介
す
る
こ

と
が
で
き
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
素
晴
ら
し
い
感
動
的
な
写
真

に
勇
気
付
け
ら
れ
ま
し
た
」
と
の
賛
辞
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

厳
し
い
時
期
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員
全
員
が
手
応
え

と
、
満
足
感
を
感
じ
た
写
真
展
と
な
り
ま
し
た
。
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私
が
初
め
て
「
写
真
機
」
と
い
う
魔
物
を

手
に
し
た
の
は
、
終
戦
2
年
後
の
小
学
校
5

年
生
の
時
、
父
親
の
東
京
土
産
の
マ
ミ
ヤ

シ
ッ
ク
ス
か
ミ
ノ
ル
タ
シ
ッ
ク
ス
判
で
、
好

奇
心
旺
盛
の
年
頃
の
時
代
。

　

其
の
頃
、
父
の
従
兄
弟
に
な
る
人
が
、
小

さ
な
営
業
写
真
屋
を
し
て
い
た
の
で
、
現

像
、
定
着
等
を
教
え
て
も
ら
い
、
こ
の
こ
と

が
、
撮
る
こ
と
の
面
白
さ
の
始
ま
り
だ
っ

た
。
で
も
、
定
着
液
の
臭
い
は
好
き
に
な
れ

ず
、
ず
る
ず
る
。
そ
の
う
ち
カ
ラ
ー
に
そ
し

て
リ
バ
ー
サ
ル
。
人
生
も
流
れ
て
根
室
に
。

仕
事
の
合
間
と
か
休
日
に
撮
っ
た
フ
イ
ル
ム

を
向
陽
堂
カ
メ
ラ
店
に
現
像
に
出
し
た
時
、

社
長
で
、
カ
メ
ラ
の
名
手
で
あ
っ
た
江
戸
勝

男
先
生
に
絆
さ
れ
、
そ
の
気
に
な
り
、
道
写

『
私
の
写
真
人
生
』

�

根
室
支
部
　
辻
ノ
内
　
弘

フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ

　

道
写
協
第
67
回
展
で
は
、
会
員
応
募
人
数
は
、

前
年
度
よ
り
18
人
減
少
で
し
た
。
一
般
の
応
募
人

数
は
6
人
の
増
加
で
し
た
。
応
募
人
数
の
総
数

は
、
19
人
減
少
で
し
た
が
、
第
68
回
写
真
道
展
で

は
、
会
員
の
応
募
人
数
が
増
え
る
こ
と
を
強
く
願

い
ま
す
。

　

昨
年
度
全
員
応
募
し
た
4
支
部
に
な
ら
っ
て
、

特
に
会
員
数
の
多
い
支
部
の
参
加
人
数
が
増
え
る

こ
と
を
期
待
し
て
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
過
の
影
響
で
撮
影
も
ま
ま
な
ら
な
い
か

と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
会

員
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
で
、
活
気
あ
る
写

第
68
回
写
真
道
展
へ
の
応
募
の
お
願
い

新
審
査
会
員
「
私
の
抱
負
」

★
壬
生
　
賢
哉�

（
苫
小
牧
）

　

こ
の
た
び
審
査
会
員
に
認
定
さ
れ
、
大
変
光

栄
で
す
。
毎
年
、
入
選
す
る
か
ど
う
か
が
気
に

な
り
、
審
査
会
員
に
な
る
こ
と
な
ど
、
夢
の
ま

た
夢
で
し
た
。
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
、
新
し
い
発

見
に
胸
を
躍
ら
せ
て
き
た
こ
と
が
、
思
い
が
け

な
い
結
果
に
な
り
、
今
は
素
直
に
喜
ん
で
い
ま

す
。
作
品
を
審
査
す
る
に
は
今
だ
技
量
不
足
で

す
が
、
よ
き
審
査
会
員
を
目
指
し
、
日
々
精
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
山
本
　
隆
晟�

（
札
幌
）

　

支
部
の
推
薦
、
本
部
の
承
認
を
頂
き
、
審
査

会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
長
年
の
仲

間
、
先
輩
に
感
謝
で
す
。
例
会
等
、
人
の
集
ま

り
を
戒
め
る
コ
ロ
ナ
禍
で
、
組
織
の
活
動
・
維

持
・
発
展
を
ど
う
工
夫
し
て
行
く
か
が
目
下
の

焦
眉
の
急
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
音
楽
、
演

劇
等
他
の
文
化
活
動
に
比
べ
、
写
真
の
撮
影
や

展
示
等
は
、「
密
」
を
避
け
ら
れ
る
の
を
幸
い

と
し
て
前
向
き
に
捉
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

北海道写真協会　入会のご案内
本道在住のカメラ愛好家の親睦と技術の育成をはかるための道写協です。
広く全道の写真愛好者の入会をお待ちしています。
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で異なりますのでお問い合わせください）を添えてお申し込みになれば会員の資格を得るこ
とができます。
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協
支
部
会
員
に

入
会
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

当
時
会
員
数

は
二
十
数
名

だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
初
出
展

は
22
回
展
で

す
。
見
事
落

選
。
期
待
し
て

い
た
だ
け
落
胆

も
大
き
か
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
の

後
入
選
、
落
選
を
繰
り
返
し
、
最
高
賞
は
3

席
と
い
う
と
い
う
惨
め
な
道
展
結
果
で
す
。

こ
の
間
、
江
戸
勝
男
先
生
か
ら
「
カ
メ
ラ
雑

誌
の
月
例
を
し
て
こ
な
か
っ
た
の
が
悔
や
ま

れ
る
」
と
何
回
も
聞
か
さ
れ
、
意
を
決
し
て

石
の
上
に
も
3
年
と
い
う
諺
が
あ
る
と
お

り
、
私
な
ら
10
年
だ
な
と
。
挑
戦
す
る
な

ら
、
一
流
の
プ
ロ
で
ブ
ロ
ニ
ー
判
で
と
秋
山

庄
太
郎
先
生
と
決
め
、
10
年
頑
張
ろ
う
と
、

毎
月
5
点
で
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
判
は
無
く
な
り
ネ
イ
チ
ャ
ー

部
門
に
変
わ
り
、
10
年
無
事
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
結
果
は
、
良
く
も
悪
く
も
無

し
。

　

5
位
、
4
位
、
5
位
。
そ
の
間
、
地
方
の

友
人
か
ら
、
毎
年
全
国
二
科
展
の
応
募
用
紙

が
届
け
ら
れ
る
の
で
、
軽
い
気
持
ち
で
出
品

し
た
と
こ
ろ
、
落
選
も
あ
っ
た
が
、
推
薦
8

回
、
11
回
で
会
友
。
会
友
9
年
で
訳
あ
り
退

会
。

『
幻
の
群
来
』

�

旭
川
支
部
　
阿
部
三
重
子

　

上
川
盆
地
に
住
む
私
に
と
っ
て
、
夕
方
に

茜
色
に
染
ま
る
夕
映
え
を
見
る
こ
と
は
、
明

日
の
晴
れ
を
確
信
す
る
占
い
の
よ
う
な
も
の

で
、
気
象
条
件
が
揃
っ
た
時
に
表
れ
る
夕
日

の
贈
り
物
で
す
。
日
本
海
沿
岸
の
日
没
後
数

十
分
だ
け
空
が
赤
く
染
ま
り
、
遥
遠
く
に
、

青
く
く
っ
き
り
と
利
尻
の
島
影
が
表
れ
る
。

そ
の
光
景
が
見
た
く
て
、
旭
川
か
ら
何
度
車

を
飛
ば
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
日
本
海
沿

岸
の
、
小
平
の
花
田
蕃
屋
と
網
に
掛
か
っ
て

キ
ラ
キ
ラ
光
る
ニ
シ
ン
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
目
に

入
り
、
土
地
の
人
々
が
、
期
待
を
込
め
て
過

去
に
遡
り
、
花
田
蕃
屋
が
象
徴
す
る
、
ニ
シ

ン
の
群
来
を
待
ち
望
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か

と
、
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
が
い
つ
の
間
に
か
頭

か
ら
離
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
8
月
中
旬
夕
焼
け
の
予
感
が
あ
り

２
３
2
号
線
を
北
に
ひ
た
走
り
、
小
平
辺
り

で
日
没
。
空
は
次
第
に
色
濃
く
染
ま
り
始
め

頭
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
夕
焼
け
と
鰊
番
屋
の

イ
メ
ー
ジ
を
遂
に
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
、

　

わ
く
わ
く
し
な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
で
編
集
し

思
い
描
い
て
い
た
群
来
の
幻
で
あ
る
作
品
が

仕
上
り
夢
が
実
現
し
た
の
で
し
た
。

　

会
友
展
準
奨
励
賞
が
決
ま
っ
た
と
の
知
ら

せ
を
頂
き
、
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
と
同
時

に
、
長
年
温
め
て
い
た
構
想
の
写
真
が
認
め

て
頂
け
た
と
い
う
喜
び
で
心
が
満
た
さ
れ
ま

し
た
。

　

カ
メ
ラ
も
フ
イ
ル
ム
時
代
か
ら
デ
ジ
タ
ル

に
変
わ
り
、
ミ
ラ
ー
レ
ス
へ
と
進
歩
は
と
ど

ま
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
脳
年
齢
と
探

求
心
体
力
維
持
の
目
標
を
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
、
我
が
道
は
ま
だ
先
が
あ
る
の
か
と
自
問

自
答
し
て
い
ま
す
が
、
い
ま
は
、
新
型
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
を
第
一
に
、
我
が
身
を
い
た

わ
り
つ
つ
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

岩
見
沢
市
民
会
館　

展
示
室�

5
月
28
日
〜
5
月
30
日

室
蘭
市
民
美
術
館�
6
月
3
日
〜
6
月
6
日

苫
小
牧
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー�
6
月
10
日
〜
6
月
13
日

羽
幌
町
立
中
央
公
民
館�

6
月
16
日
〜
6
月
20
日

名
寄
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー�

6
月
24
日
〜
6
月
29
日

釧
路
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

7
月
14
日
〜
7
月
18
日

別
海
町
中
央
公
民
館�

7
月
29
日
〜
8
月
1
日

三
笠
市
民
会
館�

7
月
7
日
〜
7
月
9
日

市
立
小
樽
美
術
館�

7
月
13
日
〜
7
月
15
日

旭
川
デ
ザ
イ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー�

8
月
20
日
〜
8
月
23
日

根
室
市
総
合
文
化
会
館�

9
月
10
日
〜
9
月
13
日

北
網
圏
北
見
文
化
セ
ン
タ
ー�

9
月
22
日
〜
9
月
26
日

函
館
市
芸
術
ホ
ー
ル�

11
月
25
日
〜
11
月
28
日

網
走
市
立
美
術
館�

12
月
25
日
〜
1
月
23
日

　

会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様
方
に
ご
覧

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

第
68
回
　
写
真
道
展
巡
回
展
日
程

■
お
知
ら
せ

★
新
会
友

加
藤　

憲
秋�

（
恵
庭
支
部
）
9
月
承
認

田
中　

康
夫�

（
恵
庭
支
部
）
9
月
承
認

木
村　
　

実�

（
浦
河
支
部
）
10
月
承
認

宗
山　

和
夫�

（
函
館
支
部
）
10
月
承
認

　

こ
の
間
、
N
H
K
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
写
真
展
（
丸
井
今
井
）
参

加
。
N
H
K
北
海
道
ビ
ジ
ョ
ン
「
ニ
ム
オ

ロ
」
全
国
放
送
発
表
、
平
成
8
年
J
A
L
機

内
誌
「
根
室
半
島
」
表
紙
他
8
点
。
個
展
を

札
幌
、
根
室
、
ト
ド
ワ
ラ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
他
多

数
。
北
海
道
二
科
賞
2
回
、
そ
の
他
多
数
。

1
枚
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

写
真
歴

　
1
9
4
7
年
　
新
ひ
だ
か
町
生
ま
れ

　
1
9
7
9
年
　
北
海
道
写
真
協
会
入
会

　
1
9
9
1
年
　
無
審
査
会
員
奨
励
賞

　
1
9
9
3
年
　�

北
海
道
写
真
協
会
審
査
会
員
推

挙
（
審
査
会
員
26
年
）

　
2
0
1
9
年
　
北
海
道
写
真
協
会
副
会
長

　
主
な
全
国
展
入
賞
歴

　
　
全
国
二
科
展
　
国
際
サ
ロ
ン
　
全
日
本

　
　�

写
真
展
　
日
本
の
自
然
写
真
展
（
複
数
回
）

そ
の
他

　
・�

札
幌
市
、
苫
小
牧
市
他
各
市
町
村
に
て
個
展

35
回
開
催

　
・
三
石
町
　
写
団
　
写
楽
主
宰

　
・
三
石
町
文
化
賞
　
日
高
管
内
地
域
教
育

真
活
動
の
姿
勢
を
示
し
て
頂
き
た
い
の
で
す
。

き
っ
と
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
活
力
と
希
望
に
繋
が

る
は
ず
で
す
。
そ
の
こ
と
が
北
海
道
写
真
協
会
の

活
性
化
に
結
び
つ
く
と
確
信
し
ま
す
。
会
員
一
人

ひ
と
り
の
積
極
的
な
応
募
を
待
っ
て
ま
す
。

会
員
の
皆
様
へ
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私
が
初
め
て
「
写
真
機
」
と
い
う
魔
物
を

手
に
し
た
の
は
、
終
戦
2
年
後
の
小
学
校
5

年
生
の
時
、
父
親
の
東
京
土
産
の
マ
ミ
ヤ

シ
ッ
ク
ス
か
ミ
ノ
ル
タ
シ
ッ
ク
ス
判
で
、
好

奇
心
旺
盛
の
年
頃
の
時
代
。

　

其
の
頃
、
父
の
従
兄
弟
に
な
る
人
が
、
小

さ
な
営
業
写
真
屋
を
し
て
い
た
の
で
、
現

像
、
定
着
等
を
教
え
て
も
ら
い
、
こ
の
こ
と

が
、
撮
る
こ
と
の
面
白
さ
の
始
ま
り
だ
っ

た
。
で
も
、
定
着
液
の
臭
い
は
好
き
に
な
れ

ず
、
ず
る
ず
る
。
そ
の
う
ち
カ
ラ
ー
に
そ
し

て
リ
バ
ー
サ
ル
。
人
生
も
流
れ
て
根
室
に
。

仕
事
の
合
間
と
か
休
日
に
撮
っ
た
フ
イ
ル
ム

を
向
陽
堂
カ
メ
ラ
店
に
現
像
に
出
し
た
時
、

社
長
で
、
カ
メ
ラ
の
名
手
で
あ
っ
た
江
戸
勝

男
先
生
に
絆
さ
れ
、
そ
の
気
に
な
り
、
道
写

『
私
の
写
真
人
生
』

�

根
室
支
部
　
辻
ノ
内
　
弘

フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ

　

道
写
協
第
67
回
展
で
は
、
会
員
応
募
人
数
は
、

前
年
度
よ
り
18
人
減
少
で
し
た
。
一
般
の
応
募
人

数
は
6
人
の
増
加
で
し
た
。
応
募
人
数
の
総
数

は
、
19
人
減
少
で
し
た
が
、
第
68
回
写
真
道
展
で

は
、
会
員
の
応
募
人
数
が
増
え
る
こ
と
を
強
く
願

い
ま
す
。

　

昨
年
度
全
員
応
募
し
た
4
支
部
に
な
ら
っ
て
、

特
に
会
員
数
の
多
い
支
部
の
参
加
人
数
が
増
え
る

こ
と
を
期
待
し
て
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
過
の
影
響
で
撮
影
も
ま
ま
な
ら
な
い
か

と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
会

員
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
で
、
活
気
あ
る
写

第
68
回
写
真
道
展
へ
の
応
募
の
お
願
い

新
審
査
会
員
「
私
の
抱
負
」

★
壬
生
　
賢
哉�

（
苫
小
牧
）

　

こ
の
た
び
審
査
会
員
に
認
定
さ
れ
、
大
変
光

栄
で
す
。
毎
年
、
入
選
す
る
か
ど
う
か
が
気
に

な
り
、
審
査
会
員
に
な
る
こ
と
な
ど
、
夢
の
ま

た
夢
で
し
た
。
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
、
新
し
い
発

見
に
胸
を
躍
ら
せ
て
き
た
こ
と
が
、
思
い
が
け

な
い
結
果
に
な
り
、
今
は
素
直
に
喜
ん
で
い
ま

す
。
作
品
を
審
査
す
る
に
は
今
だ
技
量
不
足
で

す
が
、
よ
き
審
査
会
員
を
目
指
し
、
日
々
精
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
山
本
　
隆
晟�

（
札
幌
）

　

支
部
の
推
薦
、
本
部
の
承
認
を
頂
き
、
審
査

会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
長
年
の
仲

間
、
先
輩
に
感
謝
で
す
。
例
会
等
、
人
の
集
ま

り
を
戒
め
る
コ
ロ
ナ
禍
で
、
組
織
の
活
動
・
維

持
・
発
展
を
ど
う
工
夫
し
て
行
く
か
が
目
下
の

焦
眉
の
急
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
音
楽
、
演

劇
等
他
の
文
化
活
動
に
比
べ
、
写
真
の
撮
影
や

展
示
等
は
、「
密
」
を
避
け
ら
れ
る
の
を
幸
い

と
し
て
前
向
き
に
捉
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

北海道写真協会　入会のご案内
本道在住のカメラ愛好家の親睦と技術の育成をはかるための道写協です。
広く全道の写真愛好者の入会をお待ちしています。
入会ご希望の場合は、最寄の支部へ「入会申込書」と入会金・本部会費・支部会費（各支部
で異なりますのでお問い合わせください）を添えてお申し込みになれば会員の資格を得るこ
とができます。

〈支部所在地〉札幌・函館・旭川・釧路・小樽・余市・室蘭・帯広・北見・根室・夕張・滝川・深川
芦別・岩見沢・恵庭・栗山・オホーツク（湧別）・留萌・中標津・苫小牧・浦河・上川・道北（下川・名寄）
浜益・平取・奈井江・三笠・紋別・留萌潮
●入会金1,500円／本部会費2,000円●事務局（道新文化事業社内）　TEL011─210─5735　FAX011─207─3939
� ホームページ　http://www.doshakyo.org/

協
支
部
会
員
に

入
会
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

当
時
会
員
数

は
二
十
数
名

だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
初
出
展

は
22
回
展
で

す
。
見
事
落

選
。
期
待
し
て

い
た
だ
け
落
胆

も
大
き
か
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
の

後
入
選
、
落
選
を
繰
り
返
し
、
最
高
賞
は
3

席
と
い
う
と
い
う
惨
め
な
道
展
結
果
で
す
。

こ
の
間
、
江
戸
勝
男
先
生
か
ら
「
カ
メ
ラ
雑

誌
の
月
例
を
し
て
こ
な
か
っ
た
の
が
悔
や
ま

れ
る
」
と
何
回
も
聞
か
さ
れ
、
意
を
決
し
て

石
の
上
に
も
3
年
と
い
う
諺
が
あ
る
と
お

り
、
私
な
ら
10
年
だ
な
と
。
挑
戦
す
る
な

ら
、
一
流
の
プ
ロ
で
ブ
ロ
ニ
ー
判
で
と
秋
山

庄
太
郎
先
生
と
決
め
、
10
年
頑
張
ろ
う
と
、

毎
月
5
点
で
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
判
は
無
く
な
り
ネ
イ
チ
ャ
ー

部
門
に
変
わ
り
、
10
年
無
事
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
結
果
は
、
良
く
も
悪
く
も
無

し
。

　

5
位
、
4
位
、
5
位
。
そ
の
間
、
地
方
の

友
人
か
ら
、
毎
年
全
国
二
科
展
の
応
募
用
紙

が
届
け
ら
れ
る
の
で
、
軽
い
気
持
ち
で
出
品

し
た
と
こ
ろ
、
落
選
も
あ
っ
た
が
、
推
薦
8

回
、
11
回
で
会
友
。
会
友
9
年
で
訳
あ
り
退

会
。

『
幻
の
群
来
』

�

旭
川
支
部
　
阿
部
三
重
子

　

上
川
盆
地
に
住
む
私
に
と
っ
て
、
夕
方
に

茜
色
に
染
ま
る
夕
映
え
を
見
る
こ
と
は
、
明

日
の
晴
れ
を
確
信
す
る
占
い
の
よ
う
な
も
の

で
、
気
象
条
件
が
揃
っ
た
時
に
表
れ
る
夕
日

の
贈
り
物
で
す
。
日
本
海
沿
岸
の
日
没
後
数

十
分
だ
け
空
が
赤
く
染
ま
り
、
遥
遠
く
に
、

青
く
く
っ
き
り
と
利
尻
の
島
影
が
表
れ
る
。

そ
の
光
景
が
見
た
く
て
、
旭
川
か
ら
何
度
車

を
飛
ば
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
日
本
海
沿

岸
の
、
小
平
の
花
田
蕃
屋
と
網
に
掛
か
っ
て

キ
ラ
キ
ラ
光
る
ニ
シ
ン
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
目
に

入
り
、
土
地
の
人
々
が
、
期
待
を
込
め
て
過

去
に
遡
り
、
花
田
蕃
屋
が
象
徴
す
る
、
ニ
シ

ン
の
群
来
を
待
ち
望
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か

と
、
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
が
い
つ
の
間
に
か
頭

か
ら
離
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
8
月
中
旬
夕
焼
け
の
予
感
が
あ
り

２
３
2
号
線
を
北
に
ひ
た
走
り
、
小
平
辺
り

で
日
没
。
空
は
次
第
に
色
濃
く
染
ま
り
始
め

頭
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
夕
焼
け
と
鰊
番
屋
の

イ
メ
ー
ジ
を
遂
に
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
、

　

わ
く
わ
く
し
な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
で
編
集
し

思
い
描
い
て
い
た
群
来
の
幻
で
あ
る
作
品
が

仕
上
り
夢
が
実
現
し
た
の
で
し
た
。

　

会
友
展
準
奨
励
賞
が
決
ま
っ
た
と
の
知
ら

せ
を
頂
き
、
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
と
同
時

に
、
長
年
温
め
て
い
た
構
想
の
写
真
が
認
め

て
頂
け
た
と
い
う
喜
び
で
心
が
満
た
さ
れ
ま

し
た
。

　

カ
メ
ラ
も
フ
イ
ル
ム
時
代
か
ら
デ
ジ
タ
ル

に
変
わ
り
、
ミ
ラ
ー
レ
ス
へ
と
進
歩
は
と
ど

ま
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
脳
年
齢
と
探

求
心
体
力
維
持
の
目
標
を
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
、
我
が
道
は
ま
だ
先
が
あ
る
の
か
と
自
問

自
答
し
て
い
ま
す
が
、
い
ま
は
、
新
型
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
を
第
一
に
、
我
が
身
を
い
た

わ
り
つ
つ
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

岩
見
沢
市
民
会
館　

展
示
室�

5
月
28
日
〜
5
月
30
日

室
蘭
市
民
美
術
館�

6
月
3
日
〜
6
月
6
日

苫
小
牧
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー�

6
月
10
日
〜
6
月
13
日

羽
幌
町
立
中
央
公
民
館�

6
月
16
日
〜
6
月
20
日

名
寄
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー�

6
月
24
日
〜
6
月
29
日

釧
路
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

7
月
14
日
〜
7
月
18
日

別
海
町
中
央
公
民
館�

7
月
29
日
〜
8
月
1
日

三
笠
市
民
会
館�

7
月
7
日
〜
7
月
9
日

市
立
小
樽
美
術
館�

7
月
13
日
〜
7
月
15
日

旭
川
デ
ザ
イ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー�

8
月
20
日
〜
8
月
23
日

根
室
市
総
合
文
化
会
館�

9
月
10
日
〜
9
月
13
日

北
網
圏
北
見
文
化
セ
ン
タ
ー�

9
月
22
日
〜
9
月
26
日

函
館
市
芸
術
ホ
ー
ル�

11
月
25
日
〜
11
月
28
日

網
走
市
立
美
術
館�

12
月
25
日
〜
1
月
23
日

　

会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様
方
に
ご
覧

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

第
68
回
　
写
真
道
展
巡
回
展
日
程

■
お
知
ら
せ

★
新
会
友

加
藤　

憲
秋�

（
恵
庭
支
部
）
9
月
承
認

田
中　

康
夫�

（
恵
庭
支
部
）
9
月
承
認

木
村　
　

実�

（
浦
河
支
部
）
10
月
承
認

宗
山　

和
夫�

（
函
館
支
部
）
10
月
承
認

　

こ
の
間
、
N
H
K
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
写
真
展
（
丸
井
今
井
）
参

加
。
N
H
K
北
海
道
ビ
ジ
ョ
ン
「
ニ
ム
オ

ロ
」
全
国
放
送
発
表
、
平
成
8
年
J
A
L
機

内
誌
「
根
室
半
島
」
表
紙
他
8
点
。
個
展
を

札
幌
、
根
室
、
ト
ド
ワ
ラ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
他
多

数
。
北
海
道
二
科
賞
2
回
、
そ
の
他
多
数
。

1
枚
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

写
真
歴

　
1
9
4
7
年
　
新
ひ
だ
か
町
生
ま
れ

　
1
9
7
9
年
　
北
海
道
写
真
協
会
入
会

　
1
9
9
1
年
　
無
審
査
会
員
奨
励
賞

　
1
9
9
3
年
　�

北
海
道
写
真
協
会
審
査
会
員
推

挙
（
審
査
会
員
26
年
）

　
2
0
1
9
年
　
北
海
道
写
真
協
会
副
会
長

　
主
な
全
国
展
入
賞
歴

　
　
全
国
二
科
展
　
国
際
サ
ロ
ン
　
全
日
本

　
　�

写
真
展
　
日
本
の
自
然
写
真
展
（
複
数
回
）

そ
の
他

　
・�

札
幌
市
、
苫
小
牧
市
他
各
市
町
村
に
て
個
展

35
回
開
催

　
・
三
石
町
　
写
団
　
写
楽
主
宰

　
・
三
石
町
文
化
賞
　
日
高
管
内
地
域
教
育

真
活
動
の
姿
勢
を
示
し
て
頂
き
た
い
の
で
す
。

き
っ
と
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
活
力
と
希
望
に
繋
が

る
は
ず
で
す
。
そ
の
こ
と
が
北
海
道
写
真
協
会
の

活
性
化
に
結
び
つ
く
と
確
信
し
ま
す
。
会
員
一
人

ひ
と
り
の
積
極
的
な
応
募
を
待
っ
て
ま
す
。

会
員
の
皆
様
へ
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第
68
回
写
真
道
展
に
向
け
て�

審
査
委
員
長
　
田
嶋
　
英
夫

編
集
後
記

　
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
今
年

も
、
残
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
会
報
発
行
に
当
た

り
写
真
な
ど
、
多
く
の
ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
明
る
く
、
元
気
で
希
望
の
あ
る
新
し
い
年
に
な
り

ま
す
よ
う
に
。�

（
田
本
・
香
取
）

道写協
北
海
道
写
真
協
会

事
務
局
■
札
幌
市
中
央
区
大
通
西
3
丁
目
6
道
新
文
化
事
業
社
内

0
1
1
・
2
1
0
・
5
7
3
5（
直
通
）
0
1
1
・
2
0
7
・
3
9
3
9（
F
A
X
）

http://w
w
w
.doshakyo.org/

第144号

支
部
例
会
成
績

札
　
幌
　
支
部
長
　
難
波
　
江

▽
10
月
例
会
（
16
日　

加
賀
谷
重
雄
審
査
会
員
選
考
）

小
　
樽
　
支
部
長
　
高
橋
省
三

▽
9
月
例
会
（
9
日　

増
田
輝
敏
審
査
会
員
選
考
）

①
北
宏
保
②
小
林
好
江
③
一
條
周
一
④
根
本
辰
男

①
梅
澤
勇
二

②
林
繁
造

③
掛
村
一
憲

④
渡
辺
勝

⑤
安
田
敏
彦

⑥
見
野
則
幸

⑦
米
澤
三
千
代

⑧
片
岡
眞
弓

⑨
脇
田
健
司

⑩
飯
高
光
紀

推
薦　

谷
内
純
哉

特
選　

古
平
文
男
・
金

武
紀
雄

準
特
選　

高
橋
英
昭
・

澤
田
住
子
・
伊
藤
修
身　

入
選　

谷
内
純
哉
・
河

合
外
志
・
高
橋
英
昭
・

石
橋
昭
次
郎
ほ
か

10月例会2位「菱空とも仲良し」
カラー　林　繁造

11月例会「足もとの晩秋」
カラー　今　明美

写真コンテスト1位「突風」
� カラー　谷内純哉

（
9
月
25
日　

加
賀
谷
重
雄
審
査
会
員
選
考
）

10月例会1位「ミステリーゾーン」
カラー　森田正義

11月例会1位「ゆずりあい」
カラー　橋本憲一

栗
　
山
　
支
部
長
　
黒
田
幸
則

▽
6
月
例
会
（
12
日　

審
査
互
選
）

①
③
黒
田
幸
則
②
中
島
武
士
・
斎
藤
優
子
③
中
島
武
士
2
点

（
入
選
）
斎
藤
優
子
・
中
島
武
士
・
黒
田
幸
則
2
点

▽
9
月
例
会
（
11
日　

審
査
互
選
）

①
中
島
武
士
②
斎
藤
優
子
2
点
③
斎
藤
優
子
3
点
（
入
選
）
中

島
武
士
4
点
・
斎
藤
優
子
2
点

三
　
笠
　
支
部
長
　
伊
藤
修
身

▽
9
月
例
会
（
25
日　

加
賀
谷
重
雄
審
査
会
員
選
考
）

①
谷
内
純
哉
②
古
平
文
男
③
高
橋
英
昭
④
河
合
外
志
⑤
金
武
紀

雄
⑥
伊
藤
修
身

▽
コ
ン
テ
ス
ト
公
開
審
査
結
果

▽
11
月
例
会
（
20
日　

写
真
家
山
本
純
一
選
考
）

①
梅
澤
勇
二
②
今
明
美
③
安
田
敏
彦
④
林
繁
造
⑤
浦
崎
穀
子
⑥

寺
島
昭
三
⑦
落
合
英
男
⑧
掛
村
一
憲
⑨
飯
高
光
紀
⑩
渡
辺
勝

　
道
内
最
大
規
模
の
写
真
公
募
展
「
写
真
道
展
」

68
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
急
遽
審
査
体
制
を

変
更
し
ま
し
た
が
、
プ
ロ
写
真
家
の
協
力
も
仰
ぎ

な
が
ら
無
事
に
審
査
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
68
年
間
の
長
期
に
わ
た
り
コ
ン
テ
ス
ト
を
継
続

で
き
た
の
も
、
全
道
の
写
真
愛
好
家
の
写
真
に
対

す
る
熱
意
の
表
れ
と
察
し
ま
す
。

　
伝
統
あ
る
「
写
真
道
展
」
の
審
査
委
員
長
の
指

名
を
頂
き
、
責
任
の
重
さ
を
感
じ
つ
つ
、
次
世
代

に
向
け
て
写
真
文
化
の
向
上
に
微
力
な
が
ら
貢
献

で
き
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
写
真
道
展
の
大
き
な
特
徴
は
、
各
部
門
1
席
受

賞
者
に
は
「
大
臣
賞
」
受
賞
の
栄
誉
が
与
え
ら
れ

そ
の
中
か
ら
「
第
68
回
写
真
道
展
大
賞
」
の
最
高

賞
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　
審
査
会
は
2
日
間
に
わ
た
り
、
20
数
名
の
審
査

会
員
に
プ
ロ
の
写
真
家
も
加
わ
り
厳
正
か
つ
慎
重

な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
か
ら
応
募
点
数
が
、
各
部
門
「
5
点
」
に

な
り
ま
す
。
全
体
の
応
募
点
数
の
減
少
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
応
募
者
の
作
品
の
選
択
肢
も
試
さ

れ
、
さ
ら
に
審
査
員
の
視
点
の
新
し
さ
も
試
さ

れ
、
入
賞
作
品
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
第
一
部
」
自
由
の
部

　
デ
ジ
カ
メ
の
普
及
で
誰
で
も
自
由
に
失
敗
な
く

撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
で
す
が
、
さ
て

「
何
を
撮
る
か
？
」
自
由
で
良
い
の
で
す
。「
写
っ

た
！
と
撮
れ
た
！
は
違
う
！
」
と
の
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
意
味
を
よ
く
考
え
て
頂
き
た
い
の
で
す
。

光
が
あ
り
、
陰
が
あ
り
、
動
き
が
あ
り
、
笑
顔
が

あ
り
、
感
動
を
素
直
に
表
現
す
る
事
が
大
切
で

す
。
数
多
く
撮
影
す
る
事
で
見
え
て
く
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
自
由
の
部
だ
け
が
撮
影
者
の
視
点
の

新
し
さ
を
表
現
で
き
る
部
門
な
の
で
す
。
審
査
員

の
考
え
方
を
変
え
る
様
な
新
た
な
表
現
は
き
っ
と

あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
に
あ
ふ
れ
た
一
枚

を
見
せ
て
頂
き
ま
す
。

「
第
二
部
」
観
光
・
産
業

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
一
番
反
映
し
て
い
る
の
が
こ

の
部
門
と
思
い
ま
す
。
テ
ー
マ
の
大
き
な
部
門
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
今
こ
そ
大
き
な
変
化
に
翻
弄
さ

れ
る
人
々
の
生
活
が
あ
り
ま
す
。
広
い
北
海
道
だ

か
ら
こ
そ
前
向
き
に
生
き
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

観
光
業
、
農
業
で
力
強
く
生
き
る
姿
、
こ
れ
か
ら

の
農
業
、
漁
業
に
携
わ
る
若
者
の
姿
。
現
場
に
飛

び
込
ん
で
、
生
き
生
き
と
し
た
働
く
姿
を
表
現
し

て
欲
し
い
。
そ
ん
な
身
近
な
人
た
ち
の
優
し
く

ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
作
品
が
今
は
一
番
必
要
で
す
。
技

巧
に
走
ら
ず
、
見
る
者
の
心
を
温
か
く
す
る
力
強

い
作
品
作
り
に
チ
ャ
レ
ジ
し
て
下
さ
い
。

「
第
三
部
」
ネ
イ
チ
ャ
ー
の
部

　
北
海
道
は
四
季
の
変
化
も
大
き
く
、
多
く
の
傑

作
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
被
写
体
が

偏
り
が
ち
で
、
突
出
し
た
作
品
作
り
が
難
し
い
部

門
で
す
。
自
分
で
こ
れ
だ
思
う
被
写
体
を
見
つ
け

た
な
ら
、
根
気
よ
く
撮
影
し
続
け
る
事
が
大
切
で

す
。
必
ず
期
待
に
応
え
る
女
神
が
微
笑
み
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
3
部
の
大
賞
作
品
は
「
継
続
し
て
撮

影
さ
れ
た
作
品
」
か
ら
誕
生
し
て
い
ま
す
。
3
部

は
レ
タ
ッ
チ
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ネ
イ
チ
ャ
ー

部
門
は
自
然
界
の
色
彩
を
自
覚
し
て
、
忠
実
に
再

現
す
る
こ
と
を
心
掛
け
る
事
が
入
賞
の
近
道
で
す
。

「
第
四
部
」
学
生
の
部

　
デ
ジ
タ
ル
世
代
の
学
生
は
カ
メ
ラ
の
使
い
方
が

素
晴
ら
し
い
。
思
い
切
っ
た
構
図
、
被
写
体
な
ど

大
人
の
意
表
を
突
く
表
現
で
迫
り
ま
す
。
結
果
も

大
切
で
す
が
、
テ
ー
マ
を
絞
る
こ
と
も
表
現
の
幅

を
広
げ
ま
す
。
テ
ー
マ
が
決
ま
っ
た
ら
ひ
た
す
ら

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
。
自
分
の
身
の
周
り
か
ら
、

あ
な
た
だ
け
の
一
瞬
の
感
動
世
界
を
目
指
し
て
下

さ
い
。
審
査
員
が
特
に
一
番
興
味
を
持
ち
な
が
ら

審
査
す
る
の
も
学
生
の
部
で
す
。

「
終
わ
り
に
」

　
近
年
、
写
真
の
概
念
が
大
き
く
変
容
し
て
い
ま

す
。
ス
マ
ホ
の
普
及
に
よ
り
、
誰
で
も
簡
単
に
写

真
撮
影
、
動
画
撮
影
が
で
き
、
多
く
の
人
た
ち
と

作
品
が
共
有
さ
れ
る
時
代
で
す
。
改
め
て
プ
リ
ン

ト
さ
れ
た
「
作
品
」
の
意
味
を
考
え
た
い
。
一
枚

の
作
品
ら
受
け
る
感
動
、
意
味
、
撮
影
者
の
視

点
、
日
々
の
生
活
か
ら
の
一
瞬
を
写
し
撮
る
。

「
写
真
映
え
」
を
願
い
、「
い
い
ね
！
」
を
期
待
し

て
の
作
品
が
流
通
し
ま
す
と
、
現
実
離
れ
し
た
色

彩
、
レ
タ
ッ
チ
処
理
な
ど
が
目
立
ち
、
自
然
の
色

彩
や
明
暗
の
微
妙
な
表
現
ま
で
失
わ
れ
ま
す
。
表

現
の
自
由
は
否
定
し
ま
せ
ん
が
、
写
真
道
展
は
写

真
本
来
の
表
現
に
こ
だ
わ
り
、
追
求
し
て
い
き
ま

す
。
人
ま
ね
で
な
く
審
査
員
の
心
を
打
つ
会
心
の

9月例会1位「つかみ取り」
モノクロ　北　宏保

▽
11
月
例
会
（
11
日　

瀧
野
邦
保
審
査
会
員
選
考
）

①
②
⑤
北
宏
保
③
根
本
辰
男
④
小
林
好
江

釧
　
路
　
支
部
長
　
石
川
　
隆

▽
11
月
例
会
（
12
日　

片
村
洋
市
審
査
会
員
選
考
）

①
橋
本
憲
一

②
中
嶋
淳
一

③
佐
々
木
せ
つ
子

④
松
坂
正
彦

⑤
松
本
紀
幸

⑥
鈴
木
啓
司
郎

室
　
蘭
　
支
部
長
　
佐
々
木
曻

▽
9
月
例
会
（
27
日　

中
野
潤
子
審
査
会
員
選
考
）

①
大
坪
恵
子
②
太
田
秀
樹
・
田
村
謙
次
③
斎
藤
ま
す
み
・
今
井

富
夫
・
成
田
正
利
（
入
選
）
鳴
海
明
・
吉
井
良
平
・
蒲
野
進
・

栃
元
幸
一
・
斎
藤
ま
す
み
・
田
村
謙
次
ほ
か

▽
11
月
例
会
（
25
日　

中
西
勉
審
査
会
員
選
考
）

①
田
村
謙
次
②
成
田
正
利
・
太
田
秀
樹
③
尾
形
和
雄
・
今
井
富

夫
・
大
坪
恵
子
（
入
選
）
栃
元
幸
一
・
鳴
海
政
史
・
吉
井
良

平
・
蒲
野
進
・
斎
藤
ま
す
み
2
点
ほ
か

恵
　
庭
　
支
部
長
　
西
澤
　
實

▽
10
月
例
会
（
12
日　

審
査
互
選
）

①
神
能
俊
行
②
吉
村
登
美
子
③
西
澤
實
・
佐
野
ミ
ヨ
・
菅
井
正

俊
⑥
菅
原
恵
子
・
中
岡
正
美
⑧
坂
田
一
紀
・
村
井
正
人
・
五
東

建
夫
（
佳
作
）
田
中
康
夫
・
服
部
健
治
・
中
村
忠
司
・
加
藤
憲

秋
・
吉
村
剛

▽
11
月
例
会
（
9
日　

審
査
互
選
）

①
佐
野
ミ
ヨ
②
田
中
康
夫
・
吉
村
剛
・
吉
村
登
美
子
⑤
加
藤
憲

秋
・
村
井
正
人
⑦
中
岡
正
美
・
菅
井
正
俊
⑨
坂
田
一
紀
（
佳

作
）
中
村
忠
司
・
西
澤
實
・
神
能
俊
行
・
菅
原
恵
子
・
服
部
健

治岩
見
沢
　
支
部
長
　
鈴
木
佳
夫

▽
10
月
例
会
（
14
日　

審
査
互
選
）

①
③
岩
井
郁
美
②
松
本
久
子
③
⑤
中
川
昌
子

▽
11
月
例
会
（
11
日　

審
査
互
選
）

①
袰
田
祥
健
②
木
村
克
己
③
⑤
鈴
木
佳
夫
④
松
本
久
子
⑤
上
口

建
作
・
中
神
由
美
子
・
岩
井
郁
美
・
伊
藤
博
章

旭
　
川
　
支
部
長
　
白
鳥
敏
昭

▽
10
月
例
会
（
8
日　

田
本
實
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）

①
⑤
森
田
正
義

②
③
上
平
秀
美

④
添
田
裕
子

（
入
選
）

佐
藤
祐
子

上
平
秀
美

小
山
満
2
点

森
田
正
義

臼
田
忠
雄
ほ
か

▽
11
月
例
会
（
12
日　

馬
場
和
美
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
池
永
靖
子
②
⑤
小
山
満
③
佐
藤
繁
雅
④
吉
田
清
治

郎
（
入
選
）
臼
田
忠
雄
・
小
山
満
・
山
本
義
則
2
点
・
吉
田
清

治
郎
・
宮
野
和
子
ほ
か

▽
令
和
2
年　

年
度
賞

最
高
作
品
賞　

森
田
正
義　

年
度
賞　

小
山
満

準
年
度
賞　

森
田
正
義　

奨
励
賞　

山
本
義
則

敢
闘
賞　

池
永
靖
子　

新
人
賞　

宮
崎
哲
夫

旭
川
支
部
　
写
真
展
開
催

　

例
年
8
月
開
催
の
支
部
展
を
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
た
め
、

十
一
月
十
七
日
〜
二
十
二
日
ま

で
開
催
、
作
品
八
十
点
を
展
示

し
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ

り
大
変
な
年
で
し
た
が
、
感
染

に
十
分
配
慮
し
、
マ
ス
ク
着
用

手
の
消
毒
は
勿
論
の
こ
と
、
体

温
測
定
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
消

毒
、
受
付
に
は
ビ
ニ
ー
ル
幕
で

仕
切
り
、
来
場
者
の
皆
様
全
員

に
記
帳
の
お
願
い
を
し
、
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に

は
、
快
く
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
旭
川
で
急
に
新
型
コ
ロ
ナ
拡

大
、
ま
た
、
期
間
中
は
悪
路
に
も
関
わ
ら
ず
約
3
０
0
人
の
ご

来
場
が
あ
り
、
来
場
者
か
ら
は
「
素
晴
ら
し
い
で
す
」「
さ
す

が
圧
巻
の
写
真
展
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
支
部
会
友
3
人
展
（
阿
部
美
惠
子
・
伊
藤
勝

利
・
白
鳥
敏
昭
）
と
第
六
十
七
回
写
真
道
展
、
支
部
会
員
の
入

賞
・
入
選
の
作
品
を
同
時
に
展
示
、
6
日
間
開
催
、
２
４
０
名

の
ご
来
場
を
頂
き
、
日
頃
の
支
部
活
動
の
成
果
を
紹
介
す
る
こ

と
が
で
き
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
素
晴
ら
し
い
感
動
的
な
写
真

に
勇
気
付
け
ら
れ
ま
し
た
」
と
の
賛
辞
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

厳
し
い
時
期
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員
全
員
が
手
応
え

と
、
満
足
感
を
感
じ
た
写
真
展
と
な
り
ま
し
た
。
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